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近年、東海・南海・東南海連動型超巨大地震の発生が高い確率で予測されており、地

震およびその後の津波によって発生する建設構造物の倒壊および人命損失を最小限に抑

えるための系統的かっ広範囲な基礎的研究が急務となっています。また、高率的な対策

を講じるためには、産官学が連携して基礎的な研究成果を継続的にかつ着実に蓄積 して

いくとともに、研究成果を実設計に反映させていくことが重要であると考えられます。

耐震実験センターは、開設当初か ら実大構造物の耐震実験ができる 産官学共同利用施

設として、多方面に亘って活発に有効利用されており、これまでに もコンク リート充填

鋼製ラーメン橋脚の耐震実験、橋梁・橋脚一体構造の耐荷実験、緩衝型船首部の圧潰実

験、航空機の複合材主翼の開発実験、鉄道架線支持フ レームの耐震実験、火力発電所煙

突ライニングの耐震実験、外側耐震補強されたRC構造物の耐震実験、高速道路標識柱の

耐震実験などの実大実験が行われ、有用 な研究成果が数多く得られて いま す。

本年度 も引き続き、自 主研究、共同研究、受託試験・研究により、 小型 ・大型受水槽

のスロッシング加振実験、コンクリート充填修復された銅製橋脚の耐震性能実験、外側

補強された住宅基礎ばりの耐震性能実験、地震動の心理学的・生理学的影響調査のため

の加振実験、木造住宅の加振実験など、実大規模の実験が耐震実験センターで数多く実

施されており、産官学共同利用施設と して有効かっ活発に利用されて います。

耐震実験センターは、上述のよ うに、実大構造物の耐震実験のできる産官学共同利用

施設で、大学の施設としては類のない規模を誇って います。今後は、海外を含む他大学

研究者と の連携および産官学連携を推進 して研究の高度化を図 るとと もに、将来を見据

えた研究成果を確実に蓄積し、研究成果の実用化を図っていくことが更に望まれます。
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